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令和 4 年度（2022 年度）第 5 回公立大学法人熊本県立大学経営会議 
議  事  録 

 
 

１ 日 時：令和 5 年（2023 年）3 月 15 日（水）午後 2 時 00 分～2 時 45 分 
場 所：公立大学法人熊本県立大学大会議室 
出 席：委員（理事長）     白石 隆 

委員（副理事長（学長））堤 裕昭 
委員（理事（事務局長））倉光 麻里子 
委員（理事）      本松 賢 
委員          櫻井 一郎 
委員          横田 桂子 
委員          古荘 文子 
委員          守田 憲史 
理事（副学長）     鈴木 元 ＊オブザーバー 
監事          吉川 榮一 
監事          本田 悟士 

※印は、公立大学法人熊本県立大学経営会議運営規程第 3 条第 1 項の規定に基づく書面

での意思表示による出席者。 

事務局：川元事務局次長、槇原学生支援課長、松永企画調整室長、二宮総務課
長、犬塚地域・研究連携センター事務長、坂本デジタルイノベーショ
ン推進センター事務長、宮本国際教育交流センター事務長、井上監査
室長、尾方教務入試課教務班長、井総務課財務班長、新川総務課総務
班参事、井上総務課総務班参事、松本企画調整室参事 

 
２ 開会（進行：川元事務局次長） 

   

３ 理事長あいさつ 
   
４ 議題（議長：白石理事長） 
（１）審議事項 

①令和 5 年度計画（案）について 
事務局から、資料 1 に基づき、令和 5 年度計画（案）について策定経緯と

今後のスケジュールの説明があり、3 月 31 日までに県へ届け出する予定とい
うことが説明された。3 つの重点事項である「国際的な視野と認識を高める教
育研究の推進」、「地域との幅広い協働を確立する教育研究の推進」、「社
会や時代の状況を踏まえた対応」等に係る主な計画について説明があった。 

審議の結果、案のとおり承認された。 
 

②令和 5 年度当初予算（案）について 
事務局から、資料 2 に基づき、令和 5 年度予算（案）について説明があっ

た。予算は約 2,802,688 千円になることや、前年度当初予算との比較による
増減の主な要因、令和 5 年度予算の特色は①令和 4 年度に整備したデータウ
ェアハウス（統合型データベース）や学修管理システム（LMS）の活用による
高等教育 DX の推進、②熊本大学との協働による文科省地域活性化人材育成事
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業～SPARC～、③令和 2 年 7 月豪雨で疲弊した被災地の復興・再生支援（球磨
川流域圏バーチャルキャンパス事業）、④緑の流域治水研究に係る事業であ
ることの説明があり、今後は県知事に年度計画を届け出する予定であること
が説明された。 
  委員より、物価高騰対策で食料品配布とあるが、食料品よりも現金がいい
のではないかとの意見が出された。 

事務局長より、学生には食料品配布と併せて相談窓口の周知を行っており、
配布物について今後もできるだけ学生のニーズを聞き、進めていきたいとの
回答があった。 

委員より、TOEIC®全員受験は素晴らしい取組み、受験後のフォローはどう
するのかとの意見が出された。 

学長より、受験にあたって、まずは本学の e ラーニングシステムを活用し
勉強してもらう。今まで利用率が高くはなかったので、今年度からシステム
での学習を英語科目の成績の 20％に反映させることとしたところ。今後は受
験後にも指導を行うこととしたいとの回答があった。 

理事長より、英語とデータサイエンスを学生の共通の土台として提供し、
学ばせなければならないというのが我々の考えとの補足があった。 

審議の結果、案のとおり承認された。 
 

③第 4 期中期計画（R6-11）の策定について 
事務局から、資料 3 に基づき、次期（第 4 期）中期計画に係る策定方針と

して、中期目標との関係、留意事項、策定体制、スケジュール等についての
説明があった。 
  審議の結果、案のとおり承認された。 

 
④教員の採用に係る枠取りについて 
学長から、資料 4 に基づき、次の 2 件について、いずれも令和 6 年 4 月 1

日採用予定として枠取りを行いたいとの説明があった。 
ⅰ）共通教育センター データサイエンス 教授、准教授または助教 
ⅱ）共通教育センター 初年次教育 教授、准教授または助教 
 審議の結果、案のとおり承認された。 
 
⑤文学研究科英語英米文学専攻博士後期課程の募集停止について 
学長から、資料 5 に基づき、文学研究科英語英米文学専攻博士後期課程の募

集を一旦停止し、人材養成の土台となる学部教育と併せて、高度人材を養成す
る大学院教育についても、その目的や教育の実施体制等を見直すこととすると
の説明があった。 

理事長から、これほど英語を学ぶことが当然となってきて、別に英語英米文
学の専門でなくても、英語が使えて当たり前となった時に、この学科はどうい
う学生を育てるのかという問題がある。少し腰を据えて考えたいとの補足があ
った。 

審議の結果、案のとおり承認された。 
 

（２）報告事項 

①教員の採用について 
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事務局から、資料 6に基づき、令和 5年 4月 1日採用付けで 6名を採用予定である
旨報告があった。 

 
５ その他 

 

○ 令和 5年度(2023年度)経営会議開催予定 

・第 1回 令和 5年（2023年） 6月 21日（水） 午後 2時～ 

・第 2回 令和 5年（2023年） 9月 27日（水） 午後 2時～ 

・第 3回 令和 5年（2023年）12月 20日（水） 午後 2時～ 

・第 4回 令和 6年（2024年） 2月 21日（水） 午後 2時～ 

・第 5回 令和 6年（2024年） 3月 13日（水） 午後 2時～ 

 
６ 閉会 
 
 

以 上 


